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1) 包 uvrescompletes de Dider叫 ed.par Assezat et Tourneux， t. 2， 1875.浜田泰佑訳『フ
ガングィル航海記補遺J，岩波書j瓦 1953年， 36ベー シ。
2) 内田義彦『経済学の生誕j (未来社， 1953年〕の「スミスにあたえられた問題」以来，学界の
共有財産となった。なお，スミスの痢国スコットランド Cの文明一未聞をめくる凪怨史的問題に
ついては次のものを参照されたい。水田洋「スコッ lランド歴史学派J(内田他編『経済学史詩
匝J!1~，有斐乱 1964年所収〉。天羽康夫， Iふたつの文明論一一アダムースミスとアダム フ



























3) (Arthur Lee]， An Essay in Vindication 01 the Continental Colon凶 01America， Irom a 
Censure 01 Mr Ad.ω，τSmith， inhis Theory 01 MOTal Sentiments.. . By an American 

























者は対等で相互に尊重Lあっていたc ロ ロッバはイ γ ドと通商するためには，
4) 内回義彦「発端 市民社会由経済苧的措定J ('経済学史"筑摩書房 1970年所取)7.l'士障問。
に問題提起をしたが，これまでのスミス研究は不十分にしか取り組んでいない。世界史認識にお




























:i) 木稿が参照したインド史研究は次のものである。山本達郎編「イソド史~ (山)1出版社， 1960 
年〕の松井透氏執筆部分。松井・山崎編『インドにおける土地制度と権力構造j，東京犬芋出版
会， 1969年u 深沢宏「インド社会経済史研究~，東rr経揖新報社ョ 1972年。


























6) A 白nith，An lnquiry問 tothe Nature and Causes 01 the Wealth 01 Nations， The Glas 




























7) Ibid.， book 4， chapter 7， section 3 
B) Thid.， p. R可8






















































10) Smith， op. cit.， VoJ. 1， pp. 79-80 

























った。 このようなリアルな面をスミスももっていた。参眠 ガンジ←著， 1畠山芳郎訳『自叙
伝』中央公論社， 1967年。スミス『国富論』第5篇摺3章υ
12) 改革をめく。る詳細な研究に次のものがある。L.S. SutherJand. The East India Co町並αnyt7l 


























































のに/ 外国貿易の重要任務は商品交換にあるのにノ(スごス〕 結局イ y ド
で生まれた剰余はインドの外に流出させられ， インドに還流しない。富源の





















































する原料 (G-Wpmlである o LかL東インド会社統治下の現存， 過重な地租
や不安定な土地保有，交通手段の不備等によって，良質で安価な綿花の生産が
15) 以下，本節は次のものから多くを学んでいる。信夫清三郎『ラッフルズ)， 日本評論社， 1943 
年。ラッフルズ自身のものとしては， Raffles， T.， Su必stance0/ a Minute re叩 rdedby the 
Honοurable Thomas S.沿anfordRaJfl釘 London，1814 





















































〈アシア的専制主義観)そうみなしてラッフルズば 3 イギリス政府がサルタ y
に代わって主権者=土地所有者となり，中間の村落首長を排除して直接に農民
を掌握するというライオットワーリf刊を導入する。それが対象社会に適合的で






































































































































のように言わないであろうか。イギり λ はイ γ ドを放棄せよ， と。
『諸国民の富」の世界史像が，インド以外の他諸国民をも視野に入れて，具
体的に総体的に描かれるべきであると思う p
(1985・10・26 欄筆〕
